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留学を中心に留学者が増加したが目標値には届かない 1)。文部科学省が 2014年 10月に発表
した「5 つの提言」においても急速に進むグローバル化の中で、国際共通語として英語力の
















約 10名の学生が参加している。プログラムは事前研修 3日間と現地研修約 2週間、研修後の























































 78  嘉悦大学研究論集 第59巻第1号通巻109号 平成28年10月 
3 理論的な枠組み 



































































本大学からのプログラム調査対象者 6) 7 名に事前研修初日に Cambridge English Language 
Assessmentテスト（CELA）7)を実施した。そのうち成績が順に上位層、中位層、下位層であ
った 3名（A、B、C）を研究対象者として抽出した。 





表 1 調査対象者内訳 
対象者 性別 所属 年齢 海外渡航経験 語学力 
A 男 経営経済学部 18 なし 参加者の中で上位層 
B 男 経営経済学部 20 あり 参加者の中で中位層 
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非言語コミュニケーションについても観察した。 
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授業及びイベント、プロジェクト同行からのメモ書きは短期留学プログラム期間である 8月
27日から 9月 6日まで実施した。 
  
5 個々の結果と分析 
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5.1 参加者 Aのケース   
5.1.1 参加者 Aの事前段階の結果 
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5.1.2 参加者 Aの中間段階の結果 
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5.1.3  参加者 Aの事後段階の結果 
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5.2  参加者 Bのケース 
5.2.1   参加者 Bの事前インタビュー及び同行からのメモ書きの結果 
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5.2.2   参加者 Bの中間過程インタビュー及びジャーナルの結果 
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5.2.3   参加者 Bの事後インタビュー及びジャーナルの結果 
 




























































































5.3 参加者 Cのケース 
5.3.1 参加者 Cの事前インタビュー及び同行からのメモ書きの結果 
 











































5.3.2 参加者 Cの中間インタビュー及びジャーナルの結果 
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5.3.3  参加者 Cの事後インタビュー及びジャーナルの結果 
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注 
































7) 平成 26年 10月に文部科学省が発表した「今後の英語教育の改善・充実方策について 報告～グ
ローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言」ではコミュニケーション能力を重視し、CEFR
（外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠）を目安としている。英語力測定方
法には CEFRを指針とした非営利組織ケンブリッジ大学英語検定機構（Cambridge English Language 
Assessment）の「英語力レベルテスト」を使用した。
（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/102/houkoku/attach/1352464.htm）
（http://www.cambridgeenglish.org/exams/の General English for Schools） 
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アイスティーや米の味の違いなどに最後まで戸惑っていた。Bは「全く嫌に思うところはない」と
受容した。また、Cは「もうちょっといたいとも思うが」「そろそろ限界かと思う」と発言した。 
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